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高精度連続重力観測から見た琉球弧の長期的スロースリップ
Long-term slow slip events along the Ryukyu Trench as seen from high-precision contin-
uous gravity observations
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環太平洋地震帯のプレート沈み込み帯で長期的スロースリップイベント（SSE）が観測されている。過去の研究から、
沈みこむ海洋プレートから供給される高圧流体により SSEが引き起こされることが明らかになっている。SSEの繰り返
し間隔は場所によって異なる。一般に、プレート運動による経年的な応力蓄積速度とプレート境界上の摩擦特性が地震
の繰り返し間隔を制御するため、SSEの発生間隔の違いもそれらの違いによって起きていると考えられる。しかしなが
ら、流体圧の変化が起きた場合でも、有効法線応力が変化するので発生間隔の変化が生じるであろう。そのような変化
は Sibson(1992)の地震サイクルモデルの中で扱われている。これまで、SSEに関連する流体圧の変化がフィールド観測
により捉えられたことはない。もし大規模な流体圧の変化が起きれば、地下の密度再配分による重力変化が捉えられる
可能性がある。東海地域では、2000年から 2006年ごろまで SSEが発生しており、Tanaka et al. (2010)では 2004年から
2009年までに観測された重力変化が流体移動で説明しうることを示した。しかし、扱った重力データはキャンペーン観
測で取得したものであるため時間分解能が低く、また、SSEの一サイクルの一部の期間しか観測を行っていない。した
がって、流体圧の変化を検出したという明確な証拠はこれまで提出されていない。本研究は、SSEのサイクルの全期間
にわたる重力変化を捉えるため、Heki and Kataoka (2008)が指摘した琉球海溝沿いで半年に一度発生する SSEを対象と
し、石垣島、西表島で絶対重力計及び超伝導重力計を用いた連続観測を実施した。SSEのメカニズムを解明するための
このような高精度連続重力観測は、技術的な困難さからこれまで世界でも実施されたことがない。この発表では、まず
絶対重力計による観測結果を報告する。
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